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け
て
二
月
の
水
準
に
復
帰
す
る
。
ま
た
、今

回
の
震
災
で
最
大
の
影
響
を
受
け
た
ト
ヨ
タ

の
生
産
が
正
常
化
す
る
の
は
今
年
秋
頃
だ
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。
日
本
経
済
の
生
産
活
動

が
元
に
戻
る
の
は
秋
以
降
と
考
え
る
の
が
よ

さ
そ
う
だ
。

輸
出
入
に
つ
い
て
、三
月
下
旬
か
ら
四
月

上
旬
に
か
け
て
の
状
態
か
ら
判
断
す
る
と
、

四
月
の
輸
出
は
大
幅
に
減
少
す
る
だ
ろ
う
。

他
方
、輸
入
は
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、原
油
価
格
を
は
じ
め
と
す
る
一
次
産
品

価
格
の
上
昇
と
、福
島
原
発
の
事
故
を

受
け
た
火
力
発
電
所
向
け
燃
料
の
輸

入
量
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
輸
出
入

の
状
態
か
ら
す
る

と
、
四
月
以
降
し
ば

ら
く
の
間
、
輸
入
超
過
の

状
態
に
陥
る
と
想
定
し
て

お
く
べ
き
だ
。

金
融
に
と
っ
て
の
最
大

の
問
題
は
復
興
資
金
と
原

発
事
故
に
対
す
る
損
害
賠

償
資
金
の
捻
出
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
金
の
捻
出
方

法
は
ま
だ
確
定
し
て
い
な

い
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法

を
採
用
す
る
に
せ
よ
、
政

府
の
財
政
負
担
と
国
民
の
経
済
的
負
担
が

増
す
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
負
担
増
は
、日
本
国
債
の
信
用

と
経
済
活
動
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を

生
み
出
し
か
ね
な
い
。
さ
ら
に
、
輸
入
超
過

の
状
態
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
も
懸
念
材
料

で
あ
る
。
輸
入
超
過
と
は
、国
内
か
ら
海
外

へ
と
資
金
流
出
す
る
こ
と
だ
か
ら
、
国
債
の

購
入
者
が
国
内
に
不
足
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
以
上
か
ら
、日
本
銀
行
に
対
し
て
は
、

景
気
対
策
と
国
債
に
よ
る
資
金
調
達
の
円

滑
化
を
兼
ね
、市
場
か
ら
の
国
債
購
入
額
を

増
額
し
、一
段
の
金
融
緩
和
を
図
る
こ
と
が

迫
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
経
済
は
大
打
撃
を
受
け
た
が
、世
界

経
済
は
そ
の
日
本
を
待
っ
て
く
れ
な
い
。
こ

の
象
徴
が
株
価
で
あ
る
。
日
本
の
株
価
は
大

地
震
が
起
き
た
三
月
一
一
日
の
大
引
け
直
前

以
降
、
急
落
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
世
界
の

株
価
は
ア
メ
リ
カ
が
牽
引
し
、堅
調
で
あ
る
。

日
本
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
た
形
だ
。

三
月
の
経
済
指
標
が
発
表
さ
れ
る
と
と
も

に
、大
震
災
が
経
済
活
動
に
与
え
た
影
響
度

合
い
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
う

ち
、
貿
易
統
計
、
鉱
工
業
生
産
を
見
て
お
き

た
い
。

三
月
の
貿
易
統
計
に
よ
る
と
、輸
出
額
は

前
年
同
月
比
で
二・
二
％
の
減
少
で
あ
る
。

二
月
が
九・〇
％
の
増
加
だ
っ
た
の
で
、状
況

が
一
変
し
て
い
る
。
目
立
つ
の
は
、
自
動
車

の
輸
出
額
が
二
七
％
と
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、輸
入
は
同
一一・九
％

の
増
加
で
あ
る
。
二
月
は
一
〇・〇
％
の
増
加

だ
っ
た
か
ら
、
大
き
な
変
化
は
な
い
。
以
上

の
結
果
、輸
出
超
過
額
は
一
、九
六
五
億
円
に

と
ど
ま
っ
た
。
二
月
が
六
、五
三
三
億
円
の

輸
出
超
過
だ
っ
た
か
ら
、大
幅
に
縮
小
し
て

い
る
。

な
お
、
大
地
震
の
被
害
が
全
期
間
に
わ

た
っ
て
影
響
し
た
三
月
下
旬
の
輸
出
額
を
前

年
同
期
と
比
較
す
る
と
、一
三・一
％
の
減
少

だ
っ
た
。
ま
た
、
四
月
上
旬
の
輸
出
は
同

一
九・
四
％
の
減
少
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

前
年
比
で
一
〇
％
台
の
縮
小
が
続
い

て
い
る
。

三
月
の
鉱
工
業
生
産（
季
節
調
整

値
）は
前
月
比
一
五・三
％
の
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
た（
図
表
）。
二
〇
〇
八
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
を
上
回
る
、過

去
に
例
を
み
な
い
縮
小
幅
で
あ
る
。
内
訳
で

は
自
動
車
関
連
製
品
の
打
撃
が
大
き
い
。
ち

な
み
に
乗
用
車
の
生
産
量
は
半
減
し
て
お

り
、日
本
経
済
の
落
ち
込
み
の
最
大
の
要
因

で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
。

今
後
、何
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

鉱
工
業
生
産
に
関
す
る
予
測
調
査
に
よ
る

と
、四
月
と
五
月
は
各
月
三
％
前
後
の
ゆ
る

や
か
な
回
復
を
見
込
ん
で
い
る
。
こ
の
ペ
ー

ス
で
の
回
復
が
続
く
と
す
れ
ば
、
今
後
五
ヵ

月
程
度
で
、す
な
わ
ち
今
年
夏
か
ら
秋
に
か

東
日
本
大
震
災

後
の
経
済
活
動
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図2●業務プロセスを一貫化する統合基盤としての企業システム例

●鉱工業生産の推移（季節調整値、前月比）

サーベイグラフの色

資料：経済産業省「鉱工業指数」を用いて作成。
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